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『
太
陽
」
第
一
巻
執
筆
者
一
覧
本
一
覧
は
、
雑
誌
『太
陽
』
第
一
巻
(明
治
二
八
年
分
)
の
執
筆
者
に
つ
い
て
、
本
誌
記
事
に
つ
け
ら
れ
た
執
筆
者
紹
介
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
抜
き
書
き
に
あ
た
っ
て
は
適
宜
の
省
略
を
施
し
た
。
雑
誌
の
編
集
、
記
事
の
配
列
に
つ
い
て
知
る
参
考
に
な
る
と
考
え
、
五
十
音
順
な
ど
配
列
、
整
理
は
行
わ
な
か
っ
た
。
な
お
、
判
読
不
能
文
字
に
は
[
]
を
、
紹
介
欄
に
こ
と
わ
り
な
き
重
複
に
は
、
末
尾
に
(参
↓
)
を
付
し
た
。
(鈴
木
貞
美
)
太
陽
1
巻
1
号
久
米
邦
武
"
字
は
士
城
易
道
。
肥
前
佐
賀
出
身
。
太
政
官
書
記
官
修
史
局
編
集
官
等
を
歴
任
、
後
に
帝
国
文
科
大
学
教
授
、
明
治
六
年
岩
倉
大
使
等
の
一
行
に
従
い
米
欧
二
州
に
遊
ぶ
。
大
使
の
米
欧
回
覧
実
記
は
多
く
君
の
手
に
な
る
。
現
在
は
職
を
辞
し
て
著
作
に
従
事
し
、
そ
の
史
学
上
の
所
論
は
多
く
史
海
等
に
掲
載
。
千
頭
清
臣
"
安
政
三
年
一
月
一
日
土
佐
高
知
生
ま
れ
。
大
学
に
入
り
哲
学
お
よ
び
政
治
学
を
研
究
し
、
十
三
年
七
月
卒
業
。
後
に
鹿
児
島
高
等
中
学
造
士
館
教
頭
、
高
知
県
尋
常
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。
著
述
多
し
。
井
上
哲
次
郎
●
号
は
巽
軒
。
安
政
二
年
十
月
筑
前
太
宰
府
生
ま
れ
。
幼
少
よ
り
近
郷
の
諸
名
儒
に
従
い
漢
学
を
攻
め
、
ま
た
村
上
研
次
郎
を
師
と
し
て
英
学
を
修
め
、
明
治
四
年
長
崎
に
赴
き
米
人
に
従
遊
。
横
山
又
次
郎
巨
智
部
忠
承
等
諸
博
士
と
同
窓
。
明
治
八
年
上
京
し
て
開
成
学
校
に
入
り
十
三
年
東
京
大
学
に
お
い
て
哲
学
政
治
学
を
卒
業
。
十
五
年
大
学
助
教
授
に
任
じ
、
十
七
年
命
を
奉
じ
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
哲
学
を
専
修
す
る
。
二
十
三
年
帰
国
し
二
十
四
年
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
、
現
在
帝
国
大
学
教
授
。
著
書
多
く
東
洋
哲
学
史
は
最
も
学
者
の
称
す
る
所
と
な
る
。
坪
内
雄
蔵
"
号
は
逍
遥
、
春
の
舎
。
尾
張
名
古
屋
の
人
。
明
治
十
六
年
帝
国
大
学
文
学
部
を
卒
業
、
爾
来
力
を
東
京
専
門
学
校
に
尽
く
し
、
傍
ら
早
稲
田
文
学
を
発
行
し
て
常
に
文
学
の
交
流
を
謀
り
、
同
校
文
学
部
は
君
の
力
に
よ
っ
て
成
る
。
著
書
多
く
、
小
説
に
在
り
て
は
書
生
気
質
最
も
世
に
行
わ
れ
る
。
三
宅
雪
嶺
"
通
称
雄
次
郎
。
加
賀
金
沢
出
身
。
法
学
士
三
宅
恒
徳
の
弟
。
明
治
十
六
年
帝
国
分
科
大
学
を
卒
業
、
爾
来
哲
学
お
よ
び
文
学
の
研
究
に
従
事
、
我
観
小
景
、
哲
学
涓
滴
等
著
述
多
し
。
日
本
人
及
び
亜
細
亜
二
雑
誌
を
発
行
。
上
田
萬
年
"
伊
予
宇
和
島
出
身
。
帝
国
大
学
文
学
部
に
入
り
、
明
治
二
十
一
年
七
月
、
和
文
学
科
及
び
哲
学
を
卒
業
、
次
い
で
語
学
研
究
の
た
め
大
学
院
に
入
り
兼
ね
て
大
学
の
講
師
と
な
り
、
二
十
三
年
ド
イ
ツ
に
留
学
し
二
十
七
年
六
月
帰
国
し
現
在
文
科
大
学
の
教
授
。
坪
井
正
五
郎
"
長
門
出
身
。
海
軍
少
佐
坪
井
航
三
の
甥
。
帝
国
理
科
大
学
に
入
り
動
物
学
科
を
修
め
十
九
年
卒
業
。
専
ら
人
類
学
を
研
究
し
、
二
十
年
英
国
ロ
ン
ド
ソ
に
留
学
し
帰
国
。
現
在
理
科
大
学
人
類
学
教
授
。
井
上
辰
九
郎
"
東
京
出
身
。
明
治
二
十
三
年
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
。
現
在
農
科
大
学
、
学
習
院
、
高
等
商
業
学
校
、
東
京
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
に
お
い
て
政
治
理
財
学
科
教
授
。
155
横
井
時
敬
"
肥
後
熊
本
出
身
。
明
治
十
三
年
駒
場
農
学
校
を
卒
業
、
爾
来
久
し
く
農
事
の
改
良
に
力
を
尽
く
し
、
産
業
時
論
、
日
本
農
業
新
誌
等
を
発
行
。
現
在
農
科
大
学
教
授
。
ま
た
大
日
本
農
会
の
幹
事
。
尾
崎
行
雄
"
伊
勢
出
身
。
幼
に
し
て
慶
応
義
塾
に
学
び
、
新
潟
新
聞
の
主
筆
と
な
り
、
後
統
計
院
権
少
書
記
官
に
任
ず
。
明
治
十
四
年
大
隈
伯
大
蔵
卿
を
辞
す
る
に
あ
た
り
、
犬
飼
毅
等
の
諸
氏
と
共
に
職
を
辞
し
て
改
進
党
を
組
織
し
、
爾
来
専
ら
身
を
政
治
界
に
委
ね
る
。
初
期
以
来
帝
国
議
会
代
議
士
に
挙
げ
ら
れ
、
改
進
党
中
の
名
士
。
中
西
牛
郎
"
文
久
元
年
熊
本
生
ま
れ
。
幼
に
し
て
漢
学
を
平
川
清
古
岡
松
甕
谷
両
氏
に
学
び
、
明
治
十
四
年
熊
本
紫
溟
新
報
に
主
筆
と
な
り
、
十
七
年
西
京
同
志
社
に
入
り
英
学
を
学
ぶ
。
二
十
一
年
宗
教
改
革
論
を
著
し
次
い
で
米
国
に
学
び
、
帰
邦
の
後
本
派
本
願
寺
文
学
寮
の
教
頭
に
任
じ
、
傍
ら
経
世
博
議
(月
刊
)
を
発
行
。
森
田
思
軒
"
思
軒
居
士
森
田
文
蔵
は
備
中
笠
岡
出
身
。
少
時
興
譲
館
に
遊
び
業
を
阪
田
警
軒
翁
に
受
け
、
ま
た
慶
応
義
塾
に
学
ぶ
。
後
欧
州
及
び
支
那
に
遊
び
て
東
西
の
学
を
修
め
、
帰
国
久
し
く
報
知
社
に
在
り
て
筆
を
揮
い
、
現
在
国
会
新
聞
社
員
。
小
品
文
を
善
く
し
殊
に
翻
訳
に
妙
。
「瞽
使
者
」
「探
偵
ユ
ー
ベ
ル
」
を
始
め
人
口
に
膾
炙
す
る
文
字
多
し
。
戸
川
残
花
一
名
は
安
宅
。
安
政
二
年
十
月
江
戸
牛
込
生
ま
れ
。
父
は
幕
府
の
世
臣
、
戸
川
内
蔵
安
行
。
慶
応
義
塾
、
工
部
大
学
、
開
成
学
校
等
に
入
り
、
近
年
は
基
督
教
の
教
師
と
し
て
諸
種
の
雑
誌
に
関
係
。
福
地
桜
痴
"
桜
痴
居
士
福
地
源
一
郎
は
肥
前
長
崎
出
身
。
少
に
し
て
江
戸
に
来
、
幕
府
に
仕
え
、
遣
西
の
使
節
に
従
い
通
辞
を
以
て
欧
州
に
遊
ぶ
。
維
新
の
後
野
に
在
て
東
京
日
々
新
聞
に
筆
を
揮
い
、
已
に
し
て
東
京
府
会
議
長
。
海
外
に
遊
ぶ
も
の
前
後
三
次
、
専
ら
文
墨
に
従
事
し
て
、
小
説
に
脚
本
に
著
作
極
め
て
多
し
。
紫
明
楼
主
人
"
紫
明
楼
主
人
は
中
川
重
麗
君
の
別
号
。
一
号
霞
城
山
人
。
嘉
永
中
京
都
生
ま
れ
。
草
間
時
福
は
君
の
弟
。
京
都
独
逸
学
校
に
入
り
理
化
学
を
修
め
る
。
久
し
く
教
育
に
従
事
し
、
又
文
辞
に
嫻
に
し
て
現
在
京
都
日
出
新
聞
に
入
り
操
觚
に
従
事
。
渡
部
千
吉
郎
"
群
馬
県
師
範
学
校
教
諭
。
去
年
九
月
十
八
日
探
検
一
行
十
六
名
と
共
に
出
発
し
、
同
月
三
十
日
に
帰
国
。
尾
崎
紅
葉
"
徳
太
郎
と
称
し
、
慶
応
三
年
十
二
月
江
戸
芝
神
明
町
生
ま
れ
。
七
歳
に
し
て
御
家
流
の
書
方
を
坂
川
氏
に
受
け
、
十
四
歳
ま
で
こ
の
私
塾
に
あ
っ
て
普
通
教
育
を
受
け
る
。
十
五
歳
第
二
中
学
校
に
入
り
二
年
に
し
て
退
学
。
十
九
歳
三
田
英
学
校
に
入
り
大
学
予
備
門
の
受
験
に
応
し
、
二
十
一
歳
の
と
き
大
学
に
進
学
。
法
科
に
あ
る
こ
と
一
年
、
転
じ
て
文
科
に
あ
る
こ
と
二
年
に
し
て
退
学
。
こ
れ
よ
り
先
硯
友
社
を
組
織
し
、
二
十
四
歳
読
売
新
聞
の
聘
に
応
じ
て
小
説
の
筆
を
執
る
。
二
十
五
歳
大
学
を
出
て
日
就
社
に
身
を
容
れ
、
現
在
小
説
を
担
当
。
饗
庭
篁
村
"
通
称
興
三
郎
。
号
は
篁
村
。
安
政
二
年
八
月
十
五
日
江
戸
下
谷
生
ま
れ
。
現
在
東
京
朝
日
新
聞
社
員
。
小
説
劇
評
そ
の
他
の
雑
誌
に
筆
を
執
る
。
著
述
多
し
。
書
肆
春
陽
堂
よ
り
出
版
の
「
む
ら
竹
」
を
大
篇
と
す
。
向
島
寺
島
村
に
住
み
、
そ
の
居
を
竹
の
屋
と
い
う
。
依
田
百
川
"
下
総
佐
倉
藩
の
世
臣
。
維
新
の
後
藩
の
参
事
と
な
り
、
自
ら
出
て
文
部
省
に
官
仕
し
、
正
七
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
後
職
を
辞
し
て
鉛
槧
に
従
事
し
、
著
述
多
し
。
も
と
儒
流
よ
り
出
て
詩
文
に
精
通
し
、
余
力
小
説
脚
本
等
の
戯
著
、
ま
た
材
贍
藻
麗
を
も
っ
て
人
を
驚
か
す
。
小
品
叙
事
の
漢
文
に
至
っ
て
は
、
世
多
く
敵
手
在
る
を
見
ず
。
幸
田
露
伴
日
海
軍
大
尉
郡
司
成
忠
の
弟
。
幼
時
徳
川
禁
令
考
の
著
者
菊
池
松
軒
翁
に
就
て
朱
子
学
を
修
め
る
。
爾
来
文
学
界
に
身
を
委
ね
、
著
述
多
数
。
五
重
の
塔
一
篇
は
最
も
得
意
の
作
と
い
う
。
先
年
国
会
新
156
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聞
の
創
立
す
る
や
村
上
龍
平
氏
の
知
に
感
じ
、
現
在
も
同
社
に
従
事
。
志
賀
重
昂
"
矧
川
志
賀
重
昂
は
旧
三
河
岡
崎
藩
士
。
文
久
三
年
十
一
月
生
ま
れ
。
札
幌
農
学
校
卒
業
。
後
三
宅
雄
二
郎
氏
等
と
共
に
「日
本
人
」
及
び
「亜
細
亜
」
の
二
雑
誌
を
発
行
し
国
粋
保
存
を
以
て
み
ず
か
ら
任
ず
。
著
書
は
南
洋
時
事
、
日
本
風
景
論
な
ど
。
石
橋
忍
月
"
通
称
友
吉
。
法
学
士
で
は
あ
る
が
文
学
者
と
し
て
最
も
著
名
。
現
在
石
川
県
金
沢
の
北
国
新
聞
に
従
事
。
↓
参
考
第
1
巻
3
号
。
大
和
田
建
樹
"
愛
媛
県
旧
宇
和
島
藩
士
。
学
和
漢
洋
に
通
じ
、
高
等
師
範
学
校
女
子
師
範
学
校
教
授
及
び
文
科
大
学
考
典
科
の
講
師
と
な
る
。
著
書
は
謡
曲
通
解
和
文
学
史
そ
の
他
多
数
。
捻
華
主
人
"
捻
華
主
人
近
藤
嘉
三
は
宮
内
省
に
仕
官
し
て
送
世
の
礼
典
儀
式
に
通
じ
、
連
歌
挿
花
香
花
等
の
こ
と
に
詳
し
い
。
幸
堂
得
知
"
初
め
高
橋
正
吉
郎
と
称
す
。
府
下
谷
屏
風
坂
下
町
生
ま
れ
。
故
あ
っ
て
後
年
絶
家
相
続
し
て
鈴
木
利
平
と
称
せ
ら
れ
る
。
実
家
高
橋
は
紅
葉
山
上
野
両
御
宮
御
用
達
。
三
島
通
良
"
東
京
出
身
。
明
治
二
十
二
年
帝
国
医
科
大
学
を
卒
業
。
直
ぐ
に
大
学
院
に
入
学
、
小
児
科
学
を
専
修
。
二
十
四
年
以
来
文
部
省
の
嘱
託
に
応
じ
て
現
在
学
校
衛
生
の
取
り
調
べ
に
従
事
。
寒
沢
振
作
一
女
子
の
家
庭
教
育
に
最
も
意
を
用
い
ら
れ
、
家
政
に
関
す
る
著
述
多
し
。
現
在
職
を
文
部
省
に
奉
じ
、
兼
ね
て
女
子
師
範
学
校
助
教
諭
。
有
住
斎
"
礼
式
の
事
に
精
通
し
、
現
在
成
立
学
舎
女
子
部
及
び
香
蘭
女
学
校
に
お
い
て
女
礼
式
の
教
授
を
担
任
し
、
ま
た
諸
種
の
雑
誌
に
女
礼
式
の
講
義
を
多
数
掲
載
、
そ
の
礼
式
は
諸
家
の
流
派
に
拘
ら
ず
、
主
と
し
て
神
代
以
来
の
国
礼
に
則
る
。
乙
羽
庵
主
人
"
本
名
渡
部
又
太
郎
。
別
号
二
橋
生
。
明
治
二
年
六
月
羽
前
米
沢
生
ま
れ
。
明
治
二
十
一
年
の
秋
上
京
し
、
風
俗
図
報
及
び
絵
図
叢
誌
に
七
年
間
主
筆
。
そ
の
間
中
央
新
聞
の
編
集
を
も
兼
ね
る
。
昨
年
の
冬
よ
り
本
館
に
入
り
編
集
に
従
事
。
前
田
香
雪
H
名
は
夏
繁
。
号
は
香
雪
。
旧
幕
府
旗
下
の
士
前
田
建
助
夏
蔭
翁
の
息
子
。
維
新
の
際
籍
を
平
民
籍
に
移
し
国
学
歌
文
の
教
授
、
書
図
の
鑑
定
等
を
業
と
す
る
。
明
治
八
年
東
京
絵
入
新
聞
の
創
立
の
と
き
聘
せ
ら
れ
て
編
集
主
任
と
な
る
。
新
聞
に
図
を
挿
入
し
小
説
を
掲
載
す
る
の
は
氏
が
初
め
。
現
在
新
聞
事
業
を
廃
し
美
術
の
研
究
鑑
定
等
を
専
ら
に
し
、
二
、
三
年
前
よ
り
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
監
査
掛
委
嘱
員
と
な
り
、
ま
た
日
本
美
術
協
会
の
委
員
副
長
、
東
京
彫
工
会
の
幹
事
兼
講
師
、
東
洋
絵
図
会
の
学
術
委
員
、
日
本
漆
工
会
の
考
案
委
員
、
美
術
育
英
会
の
商
議
員
、
好
古
社
の
評
議
員
、
[金
遂
]
工
研
究
会
の
顧
問
、
歌
絵
会
の
評
者
、
東
京
象
型
鋳
造
業
組
合
の
顧
問
員
等
に
挙
げ
ら
れ
美
術
社
会
に
考
案
家
意
匠
家
を
以
て
敬
重
さ
れ
る
。
太
陽
1
巻
2
号
梅
謙
次
郎
"
万
延
元
年
雲
州
松
江
生
ま
れ
。
上
京
し
て
外
国
語
学
校
を
卒
業
、
更
に
司
法
省
法
学
校
に
入
り
卒
業
後
直
ち
に
同
省
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
後
官
命
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
里
昂
大
学
で
法
律
を
修
め
て
ド
ク
ト
ル
・
ア
ソ
ド
・
ロ
ワ
ー
の
学
位
を
受
け
、
更
に
ド
イ
ツ
に
赴
き
諸
大
学
に
歴
遊
し
て
帰
国
。
直
ち
に
法
科
大
学
教
授
に
任
じ
、
法
学
博
士
と
な
る
。
坪
井
九
馬
三
"
東
京
出
身
。
東
京
大
学
に
入
り
、
明
治
十
四
年
七
月
政
治
理
財
学
を
卒
業
し
、
更
に
大
学
理
学
部
に
入
り
応
用
化
学
を
修
め
十
八
年
七
月
卒
業
。
同
二
十
年
六
月
留
学
の
命
を
受
け
て
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
伯
林
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
に
入
り
史
学
を
専
修
。
さ
ら
に
転
じ
て
ナ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
フ
ラ
ク
府
及
び
ウ
ィ
テ
ナ
府
の
諸
大
学
に
学
び
、
ス
イ
ス
共
和
国
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
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史
学
を
修
め
る
。
遊
学
中
文
学
博
士
と
な
り
、
二
十
四
年
十
月
帰
国
し
直
ち
に
文
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
栗
原
亮
二
志
摩
国
鳥
羽
町
出
身
。
明
治
七
、
八
年
の
頃
東
京
同
人
社
の
教
頭
と
な
り
、
傍
ら
草
莽
雑
誌
を
発
行
し
て
時
事
を
痛
論
。
十
一
年
一
月
初
め
て
土
佐
に
遊
び
、
板
垣
伯
の
門
を
叩
く
。
伯
は
こ
れ
を
器
と
し
、
十
五
年
十
一
月
板
垣
後
藤
両
伯
に
随
て
欧
州
を
漫
遊
し
、
後
事
あ
ゐ
毎
に
支
那
及
び
朝
鮮
に
遊
び
て
形
勢
を
視
察
し
大
坂
東
雲
新
聞
に
東
京
自
由
新
聞
に
従
事
し
て
自
由
党
の
た
め
に
尽
瘁
し
、
帝
国
議
会
が
開
設
さ
れ
る
と
、
三
重
県
よ
り
選
出
さ
れ
衆
議
院
議
員
と
な
る
。
飯
田
旗
郎
"
内
蔵
助
飯
田
巽
の
息
子
。
慶
応
二
年
生
ま
れ
。
東
京
府
第
一
中
学
校
、
東
京
大
学
予
備
門
、
東
京
統
計
学
校
、
高
等
商
業
学
校
等
に
学
ぶ
。
明
治
二
十
年
五
月
ベ
ル
ギ
ー
に
渡
り
、
同
国
ア
ソ
ト
ウ
ェ
ル
プ
市
高
等
商
業
学
院
に
入
り
、
同
二
十
二
年
七
月
卒
業
。
二
十
三
年
帰
国
し
日
本
銀
行
の
役
員
と
な
り
、
二
十
六
年
九
月
高
等
商
業
学
校
教
授
に
転
任
。
著
書
は
東
洋
商
略
等
数
編
。
曾
我
祐
準
"
天
保
十
四
年
十
二
月
筑
後
柳
川
生
ま
れ
。
明
治
元
年
徴
士
を
以
て
出
で
て
軍
務
官
判
事
と
な
り
、
次
い
で
兵
部
少
丞
に
任
ず
。
爾
後
累
進
し
て
明
治
六
年
陸
軍
少
将
に
任
じ
て
十
年
の
兵
役
を
督
し
、
鹿
児
島
の
賊
を
討
ち
勲
二
等
に
叙
せ
ら
れ
る
。
十
五
年
参
謀
本
部
次
長
と
な
り
、
十
六
年
中
将
に
進
み
、
尚
参
謀
本
部
次
長
を
兼
ね
、
十
七
年
七
月
華
族
に
列
せ
ら
れ
、
勲
功
に
よ
っ
て
子
爵
を
得
る
。
現
在
宮
中
顧
問
官
正
三
位
勲
一
等
を
以
て
貴
族
院
議
員
を
兼
ね
る
。
手
島
精
一
"
嘉
永
二
年
十
一
月
生
ま
れ
。
旧
菊
間
藩
士
。
明
治
三
年
米
国
イ
ー
ス
ト
ン
、
ラ
フ
ァ
エ
ト
大
学
に
入
り
五
年
四
月
英
国
に
赴
く
。
八
年
七
月
帰
朝
し
て
東
京
開
成
学
校
雇
と
な
り
、
九
年
四
月
文
部
大
輔
田
中
不
二
麿
に
随
行
し
て
再
び
米
国
に
渡
り
、
十
年
四
月
文
部
大
書
記
官
九
鬼
隆
一
に
随
行
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
赴
き
、
十
二
年
帰
国
し
て
教
育
博
物
館
長
に
任
ず
。
爾
後
諸
職
を
歴
任
し
て
現
在
東
京
工
業
学
校
長
。
山
岸
藪
鶯
"
本
名
は
覚
。
明
治
元
年
野
州
佐
野
生
ま
る
。
後
上
京
し
十
九
歳
を
以
て
同
人
社
を
卒
業
し
、
二
十
歳
の
夏
米
国
に
渡
航
し
ヘ
ス
テ
ィ
ソ
グ
大
学
に
学
ぶ
。
後
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
及
び
遠
征
雑
誌
を
発
行
し
、
ま
た
桑
港
新
報
の
文
学
上
の
記
事
を
担
任
し
、
傍
ら
ク
ロ
ニ
ク
ル
新
聞
の
客
員
と
な
る
。
明
治
二
十
七
年
帰
朝
し
東
京
文
学
を
発
行
。
野
口
勝
[
u
常
陸
水
戸
出
身
。
号
は
北
巌
又
珂
北
。
茨
木
県
会
議
長
に
推
さ
れ
茨
木
日
報
主
筆
を
兼
ね
る
。
後
両
方
を
辞
し
て
東
都
に
遊
び
官
途
に
入
る
。
傍
ら
明
治
十
八
年
中
同
志
と
東
洋
絵
画
会
を
設
立
。
現
在
茨
城
第
二
区
よ
り
選
出
さ
れ
衆
議
院
議
員
。
眉
山
人
"
明
治
二
年
三
月
五
日
生
ま
れ
。
花
圃
女
史
"
本
名
は
三
宅
龍
子
。
元
元
老
院
議
官
田
辺
太
一
氏
の
娘
。
高
等
女
学
校
卒
業
。
著
書
に
小
説
藪
鶯
あ
り
。
三
宅
雪
嶺
に
配
し
て
世
伯
鸞
孟
光
の
偶
に
比
す
と
い
う
。
寧
斎
主
人
"
本
名
野
ロ
一
太
郎
、
号
は
謫
天
情
仙
。
肥
前
諌
早
出
身
。
故
松
陽
先
生
の
息
子
。
上
京
し
て
哲
学
館
に
学
び
、
後
専
ら
詩
を
も
っ
て
命
と
な
す
。
著
書
に
三
体
詩
評
釈
あ
り
。
小
宮
山
南
梁
"
名
は
綏
介
。
水
戸
の
世
臣
。
王
父
楓
軒
以
来
の
家
学
を
受
け
、
農
政
地
利
等
の
学
に
精
通
し
、
又
徳
川
時
代
の
歴
史
に
造
詣
が
深
い
。
著
述
甚
だ
多
く
、
幕
政
の
時
は
烈
公
に
近
侍
し
、
維
新
の
後
は
東
京
府
で
市
区
改
正
の
事
に
参
し
、
後
慶
応
義
塾
大
学
部
講
師
と
な
り
、
現
在
は
家
に
あ
り
て
鉛
槧
に
従
事
。
緒
余
の
詩
篇
甚
だ
富
む
。
関
旭
巌
"
通
称
謙
之
。
旭
巌
は
号
。
豊
後
白
出
出
身
。
少
時
漢
学
を
米
良
東
[山
喬
]
に
受
け
、
後
上
京
し
て
共
立
舎
及
び
同
人
社
に
学
ぶ
。
か
つ
て
風
雅
新
誌
に
石
蠍
子
又
は
槎
盆
子
の
戯
号
で
狂
文
を
載
せ
、
一
時
雑
誌
社
会
を
風
動
。
明
治
十
四
年
丸
由
作
楽
翁
と
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謀
り
明
治
日
報
を
発
刊
。
同
十
八
年
司
法
省
御
用
掛
と
な
り
、
つ
い
で
検
事
に
任
ず
。
二
十
二
年
枢
密
院
書
記
官
に
転
じ
二
十
六
年
十
月
辞
職
。
現
在
日
報
社
に
あ
り
、
奇
文
を
草
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
落
合
直
文
"
号
は
萩
の
家
。
文
久
元
年
十
二
月
仙
台
生
ま
れ
。
幼
少
よ
り
上
京
し
専
ら
国
文
学
を
修
め
る
。
現
在
第
一
高
等
学
校
教
授
。
国
学
院
を
は
じ
め
、
国
文
学
に
関
係
あ
る
学
校
は
こ
れ
に
臨
む
の
み
な
ら
ず
、
家
に
あ
り
て
も
ま
た
よ
く
子
弟
を
教
育
。
国
文
学
今
日
と
隆
盛
を
致
し
た
る
は
君
の
力
な
り
。
歌
文
に
巧
み
に
著
書
又
極
め
て
多
数
。
漣
山
人
"
本
名
巌
谷
季
雄
、
貴
族
院
議
員
巌
谷
修
の
第
三
子
。
故
工
学
博
士
巌
谷
立
太
郎
の
弟
。
明
治
二
年
六
月
生
ま
れ
。
十
歳
の
時
小
学
を
出
て
訓
蒙
学
舎
、
医
学
予
備
校
を
経
て
後
ド
イ
ッ
学
協
会
学
校
に
入
り
十
九
歳
の
時
卒
業
。
そ
の
間
又
塩
谷
青
山
、
川
田
甕
江
、
杉
浦
重
剛
等
の
門
に
遊
ぶ
。
二
十
三
歳
の
時
聘
さ
れ
て
京
都
日
出
新
聞
社
に
入
り
、
二
年
間
在
職
。
昨
冬
再
び
東
京
に
帰
り
、
専
ら
本
館
発
行
の
少
年
世
界
に
従
事
。
サ
ー
・
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ア
ー
ノ
ル
ド
H
現
時
英
国
第
一
流
の
詩
人
。
か
つ
て
「亜
細
亜
の
光
」
と
い
う
長
篇
の
詩
を
作
り
又
か
つ
て
本
邦
に
遊
び
、
そ
の
風
土
田
川
の
美
を
万
国
に
紹
介
。
川
崎
千
虎
"
旧
尾
張
徳
川
家
の
藩
士
。
幼
よ
り
絵
画
を
好
み
、
名
将
勇
士
を
画
く
の
を
楽
し
み
と
す
る
。
壮
年
に
至
っ
て
武
家
の
故
宝
兵
器
の
沿
革
を
研
究
し
、
か
つ
て
藩
用
を
帯
び
て
京
師
に
寓
す
る
日
、
画
所
預
土
佐
家
に
就
い
て
画
法
及
び
有
職
を
学
ぶ
。
廃
藩
の
後
、
東
京
に
出
て
現
在
帝
国
博
物
館
に
在
職
。
有
職
故
実
の
事
に
お
い
て
は
世
多
く
君
を
推
す
。
岸
上
質
軒
H
名
は
操
。
万
延
元
年
浅
草
七
軒
町
の
旧
宇
都
宮
藩
邸
に
生
ま
れ
る
。
よ
っ
て
質
軒
と
号
す
。
七
歳
初
め
て
漢
籍
を
学
び
、
十
九
歳
よ
り
外
国
語
学
校
に
入
っ
て
フ
ラ
ン
ス
学
を
修
め
、
二
十
一
歳
司
法
省
法
学
生
徒
と
な
り
二
十
四
歳
病
の
た
め
退
学
。
明
治
二
十
三
年
よ
り
本
館
に
入
り
編
集
に
従
事
。
小
原
重
哉
"
岡
山
県
青
年
会
委
員
長
。
巌
本
善
治
"
但
馬
旧
出
石
藩
の
人
。
中
村
敬
宇
の
同
人
社
及
び
津
田
仙
の
学
農
社
等
に
学
ぶ
。
従
来
廃
娼
論
を
唱
え
、
明
治
十
六
年
以
来
キ
リ
ス
ト
協
会
に
属
し
、
十
八
年
よ
り
女
学
雑
誌
及
び
明
治
女
学
校
に
従
事
。
昨
二
十
七
年
よ
り
海
外
教
育
会
発
起
人
の
一
人
。
加
藤
咄
堂
"
名
は
熊
一
郎
。
明
治
三
年
十
一
月
丹
州
亀
岡
生
ま
れ
。
同
志
社
出
身
、
現
在
明
教
新
誌
主
筆
。
太
陽
1
巻
3
号
犬
飼
毅
"
備
中
庭
瀬
出
身
。
号
は
木
堂
。
か
つ
て
慶
応
義
塾
に
学
び
、
卒
業
後
朝
野
新
聞
な
ら
び
に
報
知
新
聞
記
者
。
ま
た
統
計
院
書
記
官
に
任
じ
、
明
治
十
四
年
大
隈
伯
が
大
蔵
卿
を
辞
す
る
に
あ
た
り
、
尾
崎
行
雄
等
と
共
に
職
を
辞
し
て
改
進
党
を
組
織
。
初
期
議
会
以
来
岡
山
県
第
三
区
よ
り
選
ば
れ
て
衆
議
院
議
員
。
藤
沢
南
岳
日
名
は
恒
。
旧
高
松
藩
儒
員
東
垓
の
子
。
弱
冠
に
し
て
箕
裘
を
継
ぎ
帷
を
浪
華
に
下
す
。
維
新
の
変
勤
王
を
唱
え
一
藩
を
奨
励
し
天
下
に
奔
走
。
明
治
八
年
官
を
辞
し
再
び
帷
を
浪
華
に
下
し
、
有
為
の
才
を
教
育
。
著
書
若
干
あ
り
。
日
下
部
三
九
郎
"
明
治
三
年
九
月
伊
勢
桑
名
生
ま
れ
。
幼
に
し
て
東
京
に
出
で
、
共
立
学
校
よ
り
第
=
咼
等
中
学
校
に
入
り
、
更
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
入
り
二
十
七
年
六
月
卒
業
。
同
年
九
月
外
交
官
補
と
な
り
、
十
月
朝
鮮
京
城
日
本
公
使
館
詰
と
な
り
、
現
在
在
勤
中
。
谷
干
城
一
旧
高
知
藩
の
世
臣
。
名
儒
重
遠
の
孫
。
業
を
安
井
息
軒
に
受
け
、
維
新
以
来
軍
務
に
従
事
し
累
進
し
て
陸
軍
中
将
と
な
る
。
十
年
の
役
熊
本
に
籠
城
し
賊
を
破
っ
た
功
あ
り
。
後
ま
た
農
商
務
大
臣
と
な
159
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。
文
勲
武
功
極
め
て
多
し
。
十
七
年
七
月
華
族
に
列
せ
ら
れ
、
勲
功
を
も
っ
て
子
爵
を
授
け
ら
れ
る
。
現
在
貴
族
院
議
員
。
黒
川
真
頼
"
黒
川
春
村
の
一
子
。
文
政
十
二
年
十
一
月
江
戸
生
ま
れ
。
父
祖
の
業
を
継
い
で
志
を
国
学
に
傾
け
、
最
も
史
学
な
ら
び
に
古
語
に
く
わ
し
く
ま
た
和
歌
を
よ
く
す
。
諸
官
に
歴
任
し
て
明
治
十
八
年
文
学
博
士
と
な
り
同
二
十
四
年
以
来
美
術
学
校
教
諭
と
な
り
現
在
文
科
大
学
教
授
。
帝
国
博
物
館
学
芸
委
員
、
宝
物
調
査
委
員
を
兼
ね
る
。
小
倉
秀
貫
"
東
京
出
身
。
か
つ
て
修
史
局
で
多
年
修
史
に
従
事
し
、
最
も
元
亀
天
正
の
頃
よ
り
徳
川
幕
府
の
中
庸
に
至
る
問
の
歴
史
に
精
通
。
渓
堂
ま
た
は
後
凋
生
の
号
で
毎
日
読
売
二
新
聞
に
史
談
を
掲
載
。
曳
尾
叟
"
曳
尾
叟
は
元
老
院
議
官
田
辺
太
一
の
別
号
。
蓮
舟
と
も
号
す
。
旧
幕
臣
に
し
て
維
新
の
際
身
を
も
っ
て
国
事
に
尽
く
し
た
顛
末
は
概
略
本
編
の
記
事
に
見
え
る
と
お
り
。
後
朝
に
仕
え
累
進
し
て
正
四
位
元
老
院
議
員
と
な
る
。
現
在
貴
族
院
議
員
。
余
暇
を
も
っ
て
鉛
槧
に
従
事
す
。
著
書
に
旧
幕
外
交
談
等
あ
り
。
曾
根
俊
虎
"
羽
州
米
沢
の
人
。
父
俊
臣
は
儒
者
で
維
新
の
際
に
戦
死
。
上
京
し
て
海
軍
士
官
と
な
り
明
治
六
年
副
島
全
権
大
使
に
し
た
が
っ
て
渡
清
。
明
治
七
年
台
湾
事
件
が
起
こ
る
や
密
旨
を
帯
び
て
北
京
に
至
り
、
大
久
保
全
権
公
使
に
面
陳
す
る
と
こ
ろ
あ
り
。
翌
年
清
国
に
留
ま
り
北
は
天
津
山
海
関
牛
荘
盛
京
よ
り
南
は
江
浙
の
問
に
至
る
ま
で
跋
渉
し
て
形
勢
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
。
帰
国
後
榎
本
子
と
共
に
興
亜
会
を
起
こ
し
ま
た
支
那
学
校
を
建
設
。
明
治
十
六
年
清
仏
戦
争
に
際
し
命
を
受
け
て
清
に
赴
き
両
国
の
動
静
を
視
察
。
明
治
十
九
年
満
期
帰
朝
し
参
謀
本
部
海
軍
部
編
纂
課
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
清
国
に
あ
る
こ
と
前
後
十
有
六
年
足
跡
ほ
と
ん
ど
南
北
に
遍
く
頗
る
清
国
の
事
情
に
通
ず
。
著
書
に
清
国
近
世
乱
史
、
北
支
那
紀
行
、
支
那
各
港
史
、
山
東
紀
行
、
満
州
紀
行
、
法
越
交
兵
紀
、
日
本
外
戦
史
、
日
本
海
軍
史
な
ど
。
南
翠
外
吏
"
姓
は
須
藤
。
名
は
光
暉
。
伊
予
宇
和
島
出
身
。
久
し
く
改
新
新
聞
社
で
小
説
を
草
し
、
現
在
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
あ
り
。
緑
蓑
談
、
新
粧
の
佳
人
、
朧
月
夜
、
隠
君
子
な
ど
名
著
多
し
。
石
橋
忍
月
一
慶
応
三
年
筑
後
国
上
妻
郡
生
ま
れ
。
明
治
二
十
四
年
法
科
大
学
を
卒
業
。
現
在
加
賀
金
沢
で
弁
護
士
。
第
一
号
の
小
伝
に
詭
漏
あ
り
た
れ
ぽ
正
す
。
(↓
参
考
第
1
巻
1
号
)
宮
島
春
松
"
旧
松
代
藩
士
。
嘉
永
元
年
藩
邸
に
生
ま
れ
る
。
少
時
佐
久
間
象
山
の
門
に
学
び
東
西
の
兵
学
を
修
め
、
特
に
心
を
仏
学
に
用
ゆ
。
維
新
の
際
、
藩
の
兵
学
校
の
講
武
師
と
な
り
つ
ね
に
君
側
に
侍
す
。
明
治
の
初
め
出
京
、
仏
国
人
に
就
い
て
仏
学
を
研
究
し
深
く
フ
ラ
ン
ス
の
兵
書
に
通
ず
。
陸
軍
省
翻
訳
官
と
な
り
、
訳
せ
る
兵
書
極
め
て
多
し
。
音
楽
を
好
み
、
諸
学
の
余
暇
筑
紫
箏
能
楽
を
学
び
の
ち
悟
る
と
こ
ろ
あ
り
更
に
隠
士
金
井
郷
楯
に
就
い
て
専
ら
雅
楽
を
修
め
、
の
ち
京
都
奈
良
な
ど
の
楽
官
に
就
い
て
遂
に
そ
の
蘊
奥
を
究
め
、
更
に
東
西
各
国
の
楽
を
考
え
て
国
楽
制
定
意
を
著
す
。
現
在
雅
楽
協
会
を
起
こ
し
て
専
ら
そ
の
道
の
興
隆
に
尽
力
し
つ
つ
あ
り
。
謫
天
情
仙
"
姓
は
調
、
氏
は
野
口
、
名
は
弌
、
字
は
貫
卿
、
号
は
寧
斎
。
通
称
は
一
太
郎
な
ど
多
数
。
あ
る
一
派
で
い
う
と
こ
ろ
の
文
学
社
会
に
顔
を
出
す
と
き
は
、
こ
の
別
号
を
用
い
る
。
六
歳
の
時
に
国
を
出
、
番
町
小
学
校
に
入
校
以
来
京
に
在
る
こ
と
二
十
三
年
。
父
、
内
閣
書
記
官
野
口
常
共
は
学
術
よ
り
は
経
世
に
志
有
っ
た
が
、
本
人
は
詩
人
と
な
る
。
大
江
敬
香
"
敬
香
大
江
孝
之
は
安
政
四
年
十
二
月
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
成
長
の
後
阿
波
徳
島
藩
黌
に
入
り
漢
学
を
修
め
、
明
治
五
年
慶
応
義
塾
に
入
社
。
七
年
末
松
謙
澄
と
共
に
東
京
日
々
新
聞
に
従
事
。
十
年
静
岡
新
聞
主
幹
、
山
陰
新
報
に
主
幹
、
神
戸
新
報
主
筆
を
つ
と
め
る
。
十
五
年
参
事
御
用
掛
と
な
り
翻
訳
を
主
任
す
る
。
十
八
年
よ
り
修
芸
社
を
創
立
し
、
英
文
学
詩
文
章
を
教
授
し
、
某
華
族
の
委
嘱
を
受
け
て
政
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務
を
調
査
し
、
ま
た
精
美
雑
誌
を
発
行
し
て
文
芸
に
従
事
。
岡
倉
覚
三
u
旧
福
井
藩
士
。
文
久
二
年
十
二
月
生
ま
れ
。
明
治
十
三
年
七
月
東
京
大
学
卒
業
。
文
部
省
に
出
仕
。
十
九
年
九
月
美
術
取
調
委
員
と
し
て
お
よ
そ
九
ヵ
月
間
欧
州
出
張
を
命
じ
ら
れ
、
便
宜
ア
メ
リ
カ
巡
回
を
も
命
じ
ら
れ
、
二
十
年
十
月
帰
国
。
二
十
三
年
十
月
東
京
美
術
学
校
長
と
な
り
十
一
月
多
年
美
術
の
進
歩
を
図
り
同
年
春
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
官
と
な
る
や
、
そ
の
労
効
顕
著
な
り
と
し
て
藍
綬
褒
賞
を
賜
る
。
二
十
四
年
八
月
正
六
位
に
叙
せ
ら
れ
、
二
十
六
年
清
国
に
航
し
て
美
術
取
調
を
な
す
。
ま
た
帝
国
博
物
館
理
事
と
臨
時
全
国
宝
物
取
調
掛
を
兼
ね
、
日
本
青
年
絵
画
協
会
の
会
長
に
推
さ
れ
る
。
大
内
青
巒
"
名
は
退
。
通
称
青
巒
。
号
は
藷
々
居
士
。
弘
化
二
年
仙
台
生
ま
れ
。
文
久
年
間
よ
り
四
方
に
漫
遊
し
維
新
以
後
東
京
に
在
住
。
広
く
朝
野
の
名
士
に
交
わ
り
、
し
ば
し
ば
任
官
の
推
薦
を
得
る
が
遂
に
仕
え
ず
。
明
治
五
年
本
願
寺
の
ま
ね
き
に
応
じ
て
そ
の
派
内
の
教
育
に
た
ず
さ
わ
り
、
以
来
専
ら
尊
皇
奉
仏
の
一
途
に
尽
く
す
。
太
陽
1
巻
4
号
小
嵐
子
日
匿
名
。
兵
事
に
精
通
。
添
田
寿
一
"
筑
前
広
渡
出
身
。
元
治
元
年
生
ま
れ
。
上
京
し
て
大
学
に
入
り
明
治
十
七
年
卒
業
、
文
学
士
と
な
る
。
更
に
政
治
理
財
学
研
究
の
た
め
英
国
に
渡
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
遊
ぶ
。
明
治
二
十
年
帰
国
し
大
蔵
省
に
出
仕
、
大
臣
秘
書
官
と
な
る
。
現
在
同
省
書
記
官
。
川
田
剛
"
字
は
毅
卿
、
号
は
甕
江
。
備
中
阿
賀
崎
出
身
。
文
学
博
士
。
諸
官
を
歴
任
し
、
現
在
学
士
会
院
会
員
、
貴
族
院
議
員
。
本
誌
前
号
に
詳
述
。
関
ロ
信
篤
"
安
政
五
年
武
州
川
越
出
身
。
明
治
七
年
よ
り
英
学
を
修
め
、
つ
い
で
工
部
省
電
信
学
校
に
入
り
同
十
年
卒
業
、
三
重
県
四
日
市
市
及
び
津
電
信
分
局
に
在
勤
。
の
ち
辞
職
し
て
伊
勢
新
聞
記
者
と
な
り
、
つ
い
で
三
重
県
庁
に
官
仕
し
、
二
十
三
年
辞
し
て
帰
京
。
か
つ
て
北
海
漁
業
の
実
況
観
察
の
志
が
あ
り
、
高
知
県
人
林
有
造
、
島
田
糺
氏
ら
が
三
光
舎
を
起
こ
し
て
ロ
シ
ア
領
薩
哈
嗹
島
漁
業
の
航
海
に
同
乗
、
探
検
数
ヵ
月
に
し
て
昨
年
帰
国
。
遅
塚
麗
水
二
麗
水
遅
塚
金
太
郎
は
か
つ
て
友
人
幸
田
露
伴
と
共
に
一
文
を
草
し
、
為
に
矢
野
文
雄
に
知
ら
れ
報
知
新
聞
人
社
。
昨
夏
征
清
の
軍
に
従
い
渡
韓
し
、
朝
鮮
内
地
を
跋
渉
し
て
文
物
風
土
に
通
暁
。
高
山
林
次
郎
"
乙
羽
庵
主
人
大
橋
又
太
郎
は
同
郷
の
人
。
岡
本
黄
石
"
名
は
廸
。
字
は
君
彝
、
旧
称
半
助
。
名
臣
の
後
を
以
っ
て
彦
根
藩
の
老
臣
と
な
り
、
幕
末
騒
擾
以
来
最
も
国
事
に
尽
瘁
す
。
ま
た
業
を
梁
川
星
巖
に
受
け
て
詩
名
有
り
。
老
後
高
退
専
ら
風
月
に
嘯
傲
、
本
年
八
十
有
五
、
君
の
配
又
八
十
、
具
慶
壮
健
な
り
。
中
邨
秋
香
"
天
保
十
三
年
辛
寅
九
月
駿
河
国
府
中
生
ま
れ
。
松
本
直
秀
の
私
塾
に
入
学
、
六
年
間
和
学
を
修
め
、
ま
た
駿
府
明
新
館
に
入
り
五
年
間
漢
学
を
修
め
る
。
慶
応
二
年
幕
府
の
大
試
に
応
じ
経
歴
文
章
及
び
時
務
策
全
科
及
第
、
賞
揚
を
う
け
、
明
新
館
助
教
と
な
る
。
維
新
の
後
、
教
部
内
務
文
部
大
学
に
歴
任
し
、
東
京
高
等
女
学
校
教
授
に
任
じ
、
転
じ
て
高
等
女
子
師
範
学
校
教
授
、
更
に
第
=
咼
等
中
学
校
教
授
と
な
り
、
眼
病
の
た
め
に
辞
職
。
現
在
、
高
等
師
範
学
校
付
属
音
楽
学
校
嘱
託
講
師
。
雲
照
律
師
日
釈
雲
照
律
師
は
目
白
僧
園
の
戒
飾
和
上
。
真
言
宗
中
無
比
の
高
徳
。
法
齢
既
に
六
十
余
歳
、
内
外
貴
神
師
の
徳
風
を
欽
慕
し
帰
信
す
る
者
日
々
多
を
加
う
と
い
う
。
次
号
に
詳
述
。
加
藤
木
重
教
"
安
政
四
年
生
ま
れ
。
旧
三
春
藩
士
。
明
治
四
年
旧
藩
主
の
抜
擢
に
よ
り
英
学
修
業
を
命
ぜ
161
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れ
、
慶
応
義
塾
に
四
年
間
学
び
、
同
八
年
よ
り
十
年
ま
で
旧
工
学
寮
で
電
気
学
を
修
め
、
同
十
年
よ
り
二
十
一
年
ま
で
逓
信
省
に
奉
職
。
そ
の
間
十
六
年
よ
り
同
省
電
気
試
験
所
に
於
て
故
志
田
博
士
に
従
い
専
ら
電
話
機
に
関
す
る
研
究
主
任
。
二
十
一
年
辞
職
、
自
費
に
よ
っ
て
渡
米
、
専
ら
電
気
工
業
を
実
習
し
二
十
四
年
帰
国
、
雑
誌
「電
気
之
友
」
を
発
行
し
現
在
深
川
電
燈
会
社
技
術
長
、
三
吉
電
機
工
場
技
師
、
電
気
学
会
評
議
員
。
太
陽
1
巻
5
号
南
熊
夫
H
慶
応
二
年
河
内
金
剛
山
下
生
ま
れ
。
明
治
十
二
年
京
都
同
志
社
に
入
り
十
七
年
卒
業
。
十
九
年
三
重
県
尋
常
中
学
校
教
師
と
な
る
。
二
十
二
年
渡
米
、
ミ
シ
ガ
ソ
州
オ
リ
ベ
ッ
ト
大
学
文
学
部
入
学
、
二
十
六
年
卒
業
し
、
後
工
ー
ル
大
学
に
転
じ
て
哲
学
を
修
め
、
二
十
七
年
十
月
帰
国
し
、
現
在
芝
公
園
内
正
則
尋
常
中
学
校
教
師
。
松
村
介
石
"
播
磨
出
身
。
号
は
容
膝
堂
主
人
。
東
京
明
治
学
院
に
学
び
、
北
越
学
館
の
校
長
と
な
り
、
明
治
二
十
六
年
よ
り
東
京
基
督
青
年
会
講
師
と
な
る
。
著
書
多
し
。
長
田
秋
濤
"
本
名
長
田
忠
一
は
故
公
使
館
書
記
官
長
田
[金
圭
]
太
郎
の
子
。
パ
リ
に
七
年
余
り
滞
在
。
フ
ラ
ン
ス
の
風
土
に
通
じ
、
特
に
劇
部
の
事
情
に
精
通
。
明
治
二
十
六
年
帰
国
の
後
、
わ
が
国
演
劇
改
良
に
尽
力
、
演
劇
改
良
会
を
設
立
。
西
岡
宜
軒
"
易
道
久
米
先
生
満
清
亡
兆
論
の
著
あ
り
。
考
據
的
確
、
議
論
深
透
、
其
清
国
亡
滅
の
徴
を
具
有
す
る
を
論
ず
る
頗
る
至
れ
り
。
宜
軒
先
生
こ
れ
を
読
み
て
所
感
五
絶
句
を
賦
す
。
既
に
易
堂
先
生
の
論
評
と
な
り
、
湘
雲
寧
斎
諸
家
の
唱
和
と
な
り
、
贈
古
梅
先
生
と
な
り
、
つ
い
に
重
読
三
読
諸
咏
と
な
る
。
平
山
鏗
二
郎
"
尾
張
名
古
屋
出
身
。
文
学
士
藤
岡
作
太
郎
と
共
に
日
本
風
俗
史
の
著
作
で
知
ら
れ
る
。
桜
井
絅
斎
"
備
中
高
梁
出
身
。
明
治
四
年
八
月
生
ま
れ
。
明
治
二
十
六
年
東
京
専
門
学
校
文
学
部
卒
業
、
同
年
七
月
よ
り
本
館
に
入
り
爾
来
編
集
に
従
事
。
塚
原
蓼
洲
"
通
称
靖
。
別
号
渋
柿
園
。
旧
幕
府
の
人
。
東
京
日
々
新
聞
で
編
集
の
傍
ら
小
説
を
執
筆
。
一
葉
女
史
"
本
名
樋
口
夏
子
。
明
治
五
年
東
京
生
ま
れ
。
中
島
歌
子
女
史
を
師
と
し
、
武
蔵
野
、
都
の
花
、
文
学
界
な
ど
の
諸
雑
誌
に
新
作
の
小
説
を
発
表
。
佐
々
木
信
綱
"
故
佐
々
木
弘
綱
翁
の
長
子
。
明
治
五
年
六
月
伊
勢
国
石
薬
師
駅
に
生
ま
れ
。
六
歳
で
松
坂
に
移
り
爾
後
父
に
伴
わ
れ
て
諸
国
を
歴
遊
。
明
治
十
五
年
東
京
に
移
住
し
同
年
御
歌
所
長
高
崎
正
風
の
門
に
入
り
歌
を
学
ぶ
。
同
十
七
年
文
科
大
学
古
典
科
入
学
。
同
二
十
一
年
卒
業
。
同
二
十
四
年
父
が
死
去
し
家
を
嗣
ぎ
、
歌
の
著
作
、
教
授
に
専
念
。
そ
の
道
の
拡
張
を
は
か
る
著
作
編
集
の
書
多
し
。
太
陽
1
巻
6
号
小
西
増
太
郎
"
岡
山
県
岡
山
市
出
身
。
ロ
シ
ア
の
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
氏
に
就
き
、
ロ
シ
ア
語
を
六
年
間
学
ぶ
。
明
治
二
十
年
春
、
西
特
命
全
権
公
使
に
し
た
が
い
、
ロ
シ
ア
に
航
し
、
ま
ず
キ
エ
フ
府
神
学
大
学
で
神
学
士
の
学
位
を
得
、
の
ち
モ
ス
ク
ワ
府
文
科
大
学
に
入
り
哲
学
史
及
び
心
理
学
を
専
攻
、
傍
ら
ロ
シ
ア
文
学
を
研
究
し
、
又
支
那
哲
学
書
の
ロ
シ
ア
語
訳
に
従
事
。
明
治
二
十
六
年
暮
れ
帰
国
。
天
野
為
之
日
佐
賀
県
士
族
。
明
治
十
五
年
帝
国
大
学
を
卒
業
、
文
学
士
と
な
る
。
政
治
経
済
学
で
有
名
。
著
書
に
、
経
済
原
論
、
高
等
経
済
原
論
、
日
本
歴
史
、
万
国
歴
史
、
日
本
地
理
、
小
学
修
身
経
な
ど
。
い
ず
れ
も
十
数
版
を
重
ね
る
。
第
一
期
帝
国
議
会
に
郷
里
佐
賀
県
よ
り
選
出
さ
れ
、
得
意
の
経
済
論
に
よ
っ
て
大
い
に
気
炎
を
吐
く
。
議
会
解
散
後
、
選
挙
干
渉
の
た
め
落
選
。
爾
来
専
ら
著
作
と
教
育
と
に
力
を
尽
く
し
、
現
在
東
京
専
門
学
校
を
主
と
し
、
そ
の
他
多
数
の
官
私
立
学
校
の
教
員
。
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板
垣
退
助
"
土
佐
高
知
の
藩
士
。
維
新
の
役
で
各
地
に
転
戦
し
て
功
あ
り
。
累
進
し
て
参
議
と
な
る
。
明
治
六
年
征
韓
の
議
廟
堂
に
破
裂
す
る
や
、
亦
合
わ
ず
し
て
去
る
。
爾
後
民
権
拡
張
国
会
開
設
な
ど
に
尽
力
し
、
自
由
党
を
組
織
し
て
そ
の
総
理
と
な
る
。
国
家
に
尽
く
し
た
功
労
に
よ
り
伯
爵
と
な
る
。
加
藤
弘
之
"
但
馬
出
石
出
身
。
天
保
七
年
六
月
生
ま
れ
。
嘉
永
五
年
江
戸
に
来
り
佐
久
問
象
山
の
門
に
入
り
兵
学
を
講
じ
、
後
大
木
忠
益
に
就
い
て
蘭
学
を
修
め
、
後
ま
た
独
仏
英
の
学
を
修
め
る
。
維
新
の
後
職
を
文
部
に
奉
じ
文
教
に
尽
力
し
ま
た
国
典
制
定
に
参
与
し
大
功
あ
り
。
大
学
大
丞
、
侍
読
、
一
等
議
官
、
大
学
総
理
、
元
老
院
議
官
に
歴
任
。
二
十
一
年
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
勲
二
等
に
叙
し
、
の
ち
帝
国
大
学
総
長
、
現
在
学
士
院
会
員
、
貴
族
院
議
員
。
田
中
従
吾
軒
"
名
は
参
。
従
吾
軒
は
号
。
旧
佐
倉
藩
の
碩
儒
。
古
詩
古
文
を
能
く
す
。
経
学
は
そ
の
本
領
に
し
て
他
に
及
ぶ
者
無
し
。
竹
翠
隠
士
"
本
名
磯
野
徳
三
郎
。
福
岡
県
出
身
。
明
治
十
一
年
七
月
東
京
大
学
化
学
科
卒
業
。
専
門
の
緒
余
教
育
に
従
事
し
、
ま
た
文
学
を
好
む
。
無
腸
道
人
、
依
緑
軒
な
ど
の
号
で
雑
著
に
富
む
。
著
書
依
緑
軒
漫
録
な
ど
。
採
菊
散
人
"
本
名
條
野
。
通
称
伝
平
。
旧
の
号
は
山
々
亭
有
人
。
東
京
市
日
本
橋
区
長
谷
川
町
に
生
ま
れ
る
。
明
治
元
年
福
地
桜
痴
居
士
と
と
も
に
江
湖
新
聞
を
編
し
禁
止
と
な
り
、
同
五
年
二
月
東
京
日
々
新
聞
を
起
こ
し
久
し
く
日
報
社
に
身
を
置
く
が
同
十
九
年
や
ま
と
新
聞
を
起
こ
し
て
以
来
同
社
を
主
宰
。
幕
府
の
世
盛
り
よ
り
小
説
家
と
し
て
存
在
す
る
は
君
一
人
な
り
。
三
昧
道
人
"
宮
崎
三
昧
。
(本
人
の
弁
)
履
歴
と
い
う
程
の
も
の
こ
れ
無
し
。
漢
学
者
の
家
に
生
ま
れ
る
。
東
京
日
々
新
聞
に
執
筆
を
始
め
、
や
ま
と
新
聞
、
東
京
電
報
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
執
筆
、
現
在
東
京
朝
日
新
聞
記
者
。
太
陽
1
巻
7
号
神
藤
才
[
"
仏
国
法
律
博
士
。
専
門
は
外
交
学
。
詳
細
は
前
号
参
照
。
(第
一
巻
第
六
号
、
一
九
一
-
一
九
二
頁
に
「外
交
学
者
神
藤
才
一
氏
」
と
し
て
紹
介
文
が
あ
る
)
水
野
遵
"
旧
名
古
屋
藩
士
。
嘉
永
三
年
十
二
月
生
ま
れ
。
明
治
四
年
官
命
に
よ
り
清
国
に
留
学
、
六
年
清
国
視
察
、
七
年
六
月
台
湾
事
務
都
督
西
郷
従
道
随
行
を
、
地
方
掛
分
課
と
な
り
、
ま
た
知
労
棗
分
屯
出
張
、
同
九
月
台
湾
府
に
派
遣
さ
れ
る
。
明
治
十
六
年
参
事
院
議
官
補
、
十
八
年
法
政
局
参
事
官
。
二
十
二
年
臨
時
帝
国
議
会
事
務
局
書
記
官
を
兼
任
。
二
十
四
年
四
月
、
私
費
洋
行
の
序
を
も
っ
て
欧
米
議
会
の
現
況
と
事
例
取
調
を
衆
議
院
よ
り
嘱
託
さ
れ
、
同
十
一
月
帰
国
、
衆
議
院
書
記
官
に
任
じ
、
二
十
五
年
一
月
書
記
官
長
。
本
年
(二
十
七
年
)
五
月
七
日
弁
理
公
使
に
転
じ
、
台
湾
受
取
委
員
と
し
て
同
二
十
四
日
出
発
。
伊
藤
為
吉
n
三
重
県
出
身
。
明
治
十
八
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
航
し
建
築
学
及
び
実
地
建
築
を
研
究
し
二
十
二
年
米
国
建
築
師
と
な
り
帰
国
。
そ
の
後
造
家
学
会
会
員
と
な
り
建
築
実
業
に
従
事
、
二
十
四
年
濃
尾
震
災
に
際
し
大
い
に
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
り
、
鋭
意
苦
心
の
末
遂
に
耐
震
家
屋
を
発
明
し
、
ま
た
水
害
地
適
用
家
屋
、
防
火
家
屋
な
ど
の
新
意
匠
を
案
出
。
著
作
は
木
工
術
教
科
書
な
ど
数
種
あ
り
。
藤
田
精
一
"
京
都
府
出
身
。
帝
国
大
学
に
入
り
国
史
科
を
修
め
明
治
二
十
七
年
七
月
卒
業
、
つ
い
で
大
学
院
に
入
り
現
在
研
究
生
。
小
金
井
喜
美
子
"
医
学
博
士
森
林
太
郎
の
妹
、
医
学
博
士
小
金
井
良
精
の
妻
。
兄
と
同
じ
く
内
外
の
文
学
に
精
通
し
、
柵
双
紙
、
国
民
之
友
な
ど
に
名
編
多
し
。
中
島
力
造
日
丹
波
福
知
山
出
身
。
安
政
五
年
生
ま
れ
。
明
治
三
年
頃
よ
り
神
戸
大
阪
京
都
の
各
地
で
英
学
を
修
め
る
。
明
治
十
年
渡
米
し
中
学
及
び
高
等
学
校
を
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卒
業
、
エ
ー
ル
大
学
に
入
学
、
ド
ク
タ
i
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
得
、
の
ち
同
大
学
の
哲
学
講
師
。
更
に
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
遊
学
し
、
明
治
二
十
三
年
帰
国
。
直
に
帝
国
大
学
講
師
と
な
り
二
十
五
年
教
授
。
牧
野
伸
顕
"
右
大
臣
大
久
保
利
通
の
次
子
。
出
で
て
牧
野
家
を
継
ぎ
、
諸
官
に
歴
任
に
現
在
文
部
次
官
。
和
田
垣
謙
三
u
丹
後
旧
豊
岡
藩
士
。
万
延
元
年
七
月
十
四
日
生
ま
れ
。
幼
少
よ
り
読
書
を
好
み
漢
籍
を
藩
儒
久
保
田
精
一
に
学
び
、
明
治
四
年
よ
り
ド
イ
ツ
語
を
菊
地
武
文
に
学
ぶ
。
翌
年
上
京
し
専
ら
ド
イ
ッ
語
を
修
め
、
六
年
東
京
外
国
語
学
校
に
入
り
後
開
成
学
校
で
ド
イ
ッ
語
鉱
山
学
を
修
め
る
。
さ
ら
に
英
文
を
修
め
、
十
一
年
東
京
大
学
文
学
部
入
学
、
文
学
哲
学
経
済
学
を
修
め
、
十
三
年
七
月
卒
業
し
文
学
士
。
同
年
官
費
生
と
し
て
英
国
に
渡
り
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
等
に
学
び
、
の
ち
ま
た
ド
イ
ッ
に
遊
び
ベ
ル
リ
ソ
大
学
入
学
。
十
七
年
五
月
帰
国
し
、
現
在
法
学
博
士
と
し
て
法
科
大
学
教
授
兼
大
学
評
議
官
。
大
陽
1
巻
8
号
大
石
正
巳
"
土
佐
旧
高
知
藩
士
。
か
つ
て
弁
理
公
使
と
し
て
朝
鮮
に
駐
在
、
防
穀
事
件
を
結
了
し
て
帰
国
。
稲
垣
万
次
郎
"
肥
前
旧
島
原
藩
士
。
か
つ
て
海
外
に
漫
遊
し
、
帰
国
の
の
ち
東
方
策
を
著
述
。
吉
村
銀
次
郎
"
石
見
旧
津
和
野
藩
士
。
慶
応
三
年
九
月
生
ま
れ
。
慶
応
義
塾
、
東
京
法
学
院
な
ど
に
学
び
、
明
治
二
十
三
年
北
米
合
衆
国
に
遊
び
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
学
び
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ロ
ー
ス
及
び
カ
ン
セ
ロ
ル
・
ア
ト
・
ロ
ー
の
学
位
を
得
て
二
十
六
年
一
月
帰
国
。
同
年
三
月
植
民
協
会
設
立
に
際
し
評
議
員
と
な
り
同
年
六
月
宮
崎
県
中
学
校
長
、
昨
年
(二
十
六
年
)
八
月
中
学
校
長
を
辞
職
。
桜
井
平
吉
"
長
野
県
出
身
。
嘉
永
六
年
五
月
生
ま
れ
。
夙
に
自
由
民
権
の
説
を
主
張
し
、
国
事
犯
を
も
っ
て
二
回
投
獄
さ
れ
る
。
這
回
の
発
明
も
獄
中
に
て
考
案
す
る
と
い
う
。
既
に
白
色
漆
と
繭
解
舒
法
の
二
つ
の
発
明
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
実
業
家
の
喝
釆
を
博
す
。
在
獄
中
、
解
難
録
及
び
天
賜
録
の
二
編
の
著
述
が
あ
る
。
昨
年
(二
十
六
年
)
府
下
第
十
一
区
代
議
士
候
補
に
選
ぼ
れ
た
が
、
当
時
火
薬
試
験
多
忙
の
故
こ
れ
を
辞
し
、
現
在
も
製
糸
と
火
薬
の
事
業
に
従
事
。
若
山
由
五
郎
"
工
科
大
学
に
入
り
冶
金
学
を
修
め
る
。
東
京
化
学
校
を
開
設
し
、
ま
た
民
間
の
実
用
の
た
め
若
山
分
拆
所
を
設
置
。
ま
た
工
科
大
学
教
授
と
工
手
学
校
そ
の
他
の
嘱
託
講
師
を
兼
ね
、
ま
た
博
士
学
士
工
芸
家
の
組
織
で
あ
る
工
談
会
副
会
長
。
今
や
、
冶
金
分
拆
学
の
泰
斗
。
石
川
千
代
松
"
旧
幕
府
の
人
。
十
二
、
三
歳
の
時
よ
り
蝶
類
を
採
集
し
そ
の
種
類
の
多
さ
と
そ
の
習
性
の
奇
な
る
こ
と
等
を
見
て
最
上
の
楽
と
す
る
。
後
東
京
大
学
に
入
り
動
物
学
を
専
修
し
明
治
十
五
年
卒
業
、
同
校
に
て
三
年
間
助
教
授
。
後
ド
イ
ツ
に
渡
り
進
化
論
の
泰
斗
ヴ
ィ
ス
マ
ソ
師
の
教
室
に
四
年
間
留
ま
り
、
ド
ク
ト
ル
の
学
位
を
得
。
二
十
五
年
理
学
博
士
の
称
号
を
得
る
。
著
書
は
進
化
新
論
、
動
物
学
教
科
書
な
ど
。
湯
本
武
比
古
"
長
野
県
出
身
。
明
治
七
年
長
野
師
範
学
校
を
卒
業
、
九
年
上
京
、
同
人
社
に
入
り
、
十
一
年
同
社
を
卒
業
、
十
二
年
東
京
中
学
師
範
学
校
に
入
り
十
六
年
卒
業
、
東
京
師
範
学
校
講
師
と
な
り
、
翌
十
七
年
文
部
省
編
集
局
在
勤
。
十
九
年
明
宮
殿
下
御
教
育
掛
と
な
り
、
二
十
年
学
習
院
教
授
。
二
十
二
年
ド
イ
ッ
留
学
を
命
じ
ら
れ
ベ
ル
リ
ソ
大
学
で
学
ぶ
。
二
十
六
年
帰
国
し
翌
二
十
七
年
高
等
師
範
学
校
嘱
託
講
師
。
著
書
は
新
編
応
用
心
理
学
、
新
編
教
育
学
、
新
編
教
授
学
な
ど
。
西
村
貞
"
旧
足
利
藩
士
。
安
政
元
年
生
ま
れ
。
足
利
学
校
に
学
び
明
治
三
年
藩
の
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
入
り
理
科
を
専
攻
。
八
年
開
成
学
校
(南
校
改
164
『太 陽』第一巻 執筆者一覧
称
)
を
退
き
、
東
京
英
語
学
校
教
諭
と
な
り
、
九
年
大
阪
師
範
学
校
長
に
転
じ
、
十
一
年
文
部
省
の
命
に
よ
り
師
範
学
校
取
調
と
し
て
英
国
に
渡
航
、
十
三
年
帰
国
。
十
四
年
体
操
伝
習
所
長
、
十
八
年
文
部
省
書
記
官
と
な
り
、
爾
来
教
育
に
尽
力
し
、
第
五
高
等
中
学
校
教
頭
、
文
部
省
視
学
官
、
文
部
省
参
事
官
な
ど
を
歴
任
、
二
十
五
年
辞
し
て
専
ら
大
日
本
教
育
会
に
尽
力
し
、
現
在
同
会
常
議
員
議
長
。
渡
辺
龍
聖
"
新
潟
県
出
身
。
明
治
二
十
年
七
月
東
京
専
門
学
校
英
語
専
修
科
を
卒
業
、
同
年
九
月
帝
国
大
学
文
学
部
入
学
、
二
十
一
年
渡
米
し
同
十
月
、・
シ
ガ
ソ
大
学
文
学
部
入
学
。
二
十
二
年
ヒ
ル
ス
デ
ー
ル
大
学
に
転
じ
二
十
四
年
六
月
卒
業
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
受
け
、
同
年
十
月
紐
育
州
コ
ー
ネ
ル
大
学
大
学
院
入
学
、
二
十
五
年
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
受
け
、
二
十
七
年
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
受
け
、
同
年
十
月
帰
国
。
太
陽
1
巻
9
号
島
田
三
郎
日
嘉
永
五
年
江
戸
生
ま
れ
。
旧
幕
府
の
人
。
は
じ
め
沼
津
兵
学
校
に
入
り
英
学
を
尺
振
八
に
学
び
、
の
ち
横
浜
で
勉
学
自
修
す
。
の
ち
元
老
院
書
記
官
か
ら
文
部
省
に
転
任
し
、
職
を
辞
し
て
大
隈
伯
ら
と
共
に
改
進
党
を
組
織
。
初
期
以
来
の
代
議
士
に
し
て
、
現
在
衆
議
院
副
議
長
。
河
島
醇
一
旧
鹿
児
島
の
藩
士
。
か
つ
て
大
蔵
省
参
事
官
と
し
て
フ
ラ
ソ
ス
、
パ
リ
に
数
年
間
留
学
、
最
も
財
政
の
事
に
長
ず
。
立
憲
革
新
党
の
常
議
委
員
に
し
て
、
衆
議
院
議
員
。
大
岡
育
造
"
長
州
小
串
村
出
身
。
安
政
三
年
生
ま
れ
。
弁
護
士
中
錚
々
の
名
あ
り
。
現
在
中
央
新
聞
社
長
、
国
民
協
会
常
議
員
。
重
岡
薫
五
郎
"
伊
予
国
喜
多
郡
内
子
町
出
身
。
明
治
十
一
年
パ
リ
大
学
入
学
、
法
律
学
、
経
済
学
を
修
め
、
明
治
二
十
四
年
卒
業
、
法
律
博
士
の
学
位
を
得
、
翌
年
十
月
帰
国
。
翌
年
京
都
第
三
高
等
中
学
校
教
授
。
二
十
七
年
辞
職
、
衆
議
院
議
員
の
候
補
者
と
し
て
二
月
の
総
選
挙
に
当
選
。
弁
護
士
を
兼
ね
る
。
福
羽
美
静
"
石
見
国
旧
津
和
野
藩
士
。
学
を
野
々
口
隆
正
に
う
け
、
夙
に
勤
王
の
志
あ
り
。
維
新
の
初
参
与
に
挙
げ
ら
れ
、
諸
官
を
歴
任
し
元
老
院
議
員
と
な
り
、
国
会
開
設
に
及
び
貴
族
院
議
員
と
な
る
。
勤
功
に
よ
り
華
族
に
列
せ
ら
れ
る
。
著
述
多
し
。
大
鳥
圭
介
日
播
磨
生
ま
れ
。
旧
藩
士
。
維
新
の
際
兵
を
率
い
て
討
幕
軍
に
抗
す
。
後
、
清
韓
両
国
駐
在
全
権
行
使
と
な
り
、
尊
俎
折
衝
の
功
を
奏
し
、
帰
国
す
る
や
枢
密
顧
問
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
学
士
院
会
員
。
著
述
多
し
。
大
拙
居
士
"
姓
は
鈴
木
。
鎌
倉
円
覚
寺
に
あ
り
、
宗
演
禅
師
門
下
の
敏
才
と
称
せ
ら
れ
る
。
太
陽
1
巻
10
号
金
井
延
"
慶
応
元
年
三
月
遠
江
国
生
ま
れ
。
幼
少
時
に
上
京
し
諸
校
に
学
び
、
明
治
十
四
年
東
京
大
学
文
学
部
入
学
、
政
治
学
理
財
学
を
専
攻
、
十
八
年
六
月
卒
業
す
る
。
な
お
留
ま
っ
て
研
学
す
る
。
十
九
年
七
月
、
官
命
を
も
っ
て
ド
イ
ツ
に
航
し
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
マ
マ
ル
ヒ
大
学
に
入
り
経
済
学
、
憲
法
、
行
政
法
、
国
際
公
法
を
修
め
、
二
十
年
ハ
レ
i
大
学
に
移
り
純
正
経
済
学
、
応
用
経
済
学
及
び
行
政
法
、
理
論
倫
理
学
を
修
め
、
二
十
一
年
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
り
ワ
ク
エ
ル
、
シ
モ
レ
ル
、
グ
ナ
イ
ス
ト
、
キ
エ
ル
ケ
ー
、
ト
ラ
イ
ツ
ケ
諸
氏
に
就
い
て
経
済
、
財
政
、
国
法
学
、
民
法
及
び
史
学
等
を
研
修
し
、
二
十
二
年
に
英
国
に
転
学
し
、
二
十
三
年
十
一
月
帰
国
し
直
ち
に
法
科
大
学
教
授
に
任
じ
、
法
学
博
士
と
な
り
、
貨
幣
制
度
取
調
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
他
講
師
の
学
校
に
講
授
す
。
安
岡
雄
吉
H
旧
高
知
藩
士
。
幼
少
時
慶
応
義
塾
を
卒
業
、
ま
た
開
成
学
校
に
学
ぶ
。
の
ち
独
学
す
る
こ
と
165
多
年
、
一
時
内
務
省
御
用
掛
と
な
り
、
後
大
同
団
結
の
機
関
新
聞
た
る
正
論
の
主
筆
と
な
る
。
ま
た
、
高
知
県
選
出
の
衆
議
院
議
員
を
勤
め
る
。
干
河
岸
貫
一
"
桜
所
居
士
干
河
岸
貫
一
は
磐
城
国
三
春
出
身
。
幼
少
時
平
藩
神
林
某
に
漢
籍
を
学
び
、
後
羽
前
に
漫
遊
し
、
明
治
六
年
初
め
て
上
京
し
、
同
九
年
よ
り
日
報
社
の
客
員
。
絵
入
日
曜
新
聞
と
題
す
る
毎
週
刊
行
雑
誌
を
発
行
。
こ
れ
は
石
版
画
を
雑
誌
に
挿
入
し
た
初
め
。
明
治
十
年
大
阪
日
報
の
記
者
と
な
り
、
十
三
年
同
社
を
辞
し
帰
京
後
日
報
社
の
編
集
に
従
事
。
同
十
八
年
退
社
、
十
九
年
よ
り
大
阪
朝
日
新
聞
社
員
と
な
り
東
京
通
信
を
担
当
。
著
書
に
日
本
立
志
編
、
女
史
善
行
録
等
数
部
あ
り
。
久
松
義
典
"
伊
勢
桑
名
出
身
。
号
は
狷
堂
。
栃
木
県
師
範
学
校
長
を
辞
職
後
、
報
知
新
聞
、
大
阪
新
報
、
朝
野
新
聞
の
記
者
を
つ
と
め
る
。
明
治
十
九
年
よ
り
同
二
十
一
年
ま
で
東
京
府
会
議
員
と
な
り
、
第
一
期
衆
議
院
議
員
候
補
者
と
な
る
。
の
ち
北
海
道
に
遊
び
同
地
毎
日
新
聞
に
助
筆
し
、
帰
京
後
専
ら
北
海
道
の
事
業
を
計
画
す
。
安
藤
不
二
難
一
明
治
四
年
正
月
、
大
分
県
臼
杵
生
ま
れ
。
清
国
に
遊
び
、
支
那
帝
国
地
誌
及
び
支
那
漫
遊
実
記
な
ど
の
著
書
あ
り
。
明
治
二
十
六
年
十
月
同
県
人
松
川
実
と
と
も
に
漁
舟
で
朝
鮮
海
に
航
し
て
漁
業
を
探
検
。
松
川
実
"
東
京
水
産
伝
習
所
を
卒
業
。
今
年
(明
治
二
十
七
年
)
二
十
四
歳
。
江
見
水
蔭
"
明
治
二
年
備
前
岡
山
生
ま
れ
。
少
時
東
京
に
遊
学
し
、
杉
浦
天
台
道
士
の
門
に
あ
り
、
の
ち
海
内
を
漫
遊
す
る
こ
と
一
年
、
最
も
短
編
に
長
じ
、
ま
た
脚
本
を
作
る
。
目
下
中
央
新
聞
に
執
筆
中
。
(前
号
の
記
述
に
追
加
)
松
田
学
鴎
"
名
は
甲
。
福
島
県
若
松
出
身
。
詩
を
槐
南
寧
斎
諸
人
に
学
び
、
青
年
作
家
の
目
あ
り
。
陸
軍
陸
地
測
量
部
に
在
職
。
現
在
台
湾
在
住
。
太
陽
1
巻
1
号
元
田
肇
"
大
分
県
出
身
。
法
学
士
。
衆
議
院
議
員
と
な
り
、
初
期
の
議
会
よ
り
今
に
至
り
、
議
員
中
錚
々
の
称
あ
り
。
現
在
、
国
民
協
会
一
方
の
驍
将
。
ま
た
弁
護
士
と
し
て
精
勉
、
故
岡
山
兼
吉
と
共
に
双
璧
の
名
あ
り
。
小
松
緑
"
幼
少
よ
り
漢
籍
を
好
み
、
の
ち
英
学
を
慶
応
義
塾
で
修
め
る
。
さ
ら
に
北
米
に
渡
り
諸
大
学
に
歴
遊
。
エ
ー
ル
大
学
で
法
学
士
を
、
プ
リ
ソ
ス
ト
ン
大
学
で
文
学
博
士
を
得
る
。
法
学
の
ほ
か
政
治
と
歴
史
を
専
攻
。
田
口
卯
吉
"
安
政
二
年
四
月
江
戸
生
ま
れ
。
旧
幕
府
の
人
。
東
京
経
済
雑
誌
な
ら
び
に
史
海
を
発
行
し
、
経
済
論
及
び
歴
史
論
を
以
て
顕
る
。
現
在
東
京
府
選
出
の
代
議
士
。
中
根
寿
"
会
津
出
身
。
札
幌
農
学
校
を
卒
業
後
、
横
浜
「ジ
ャ
パ
ン
・
メ
ー
ル
」
新
聞
社
に
入
り
編
集
に
従
事
。
現
在
専
ら
著
作
に
勉
め
る
と
い
う
。
清
水
政
次
郎
"
東
京
出
身
。
明
治
十
五
年
東
京
大
学
予
備
門
を
卒
業
、
十
七
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
に
て
水
理
学
専
科
を
修
め
、
さ
ら
に
サ
ソ
ダ
ウ
ェ
イ
実
地
工
業
専
門
学
校
に
て
実
地
水
理
の
全
科
を
卒
業
。
二
十
三
年
帰
国
、
二
十
四
年
相
州
須
雲
川
の
水
力
を
使
用
し
て
現
在
の
箱
根
水
力
電
灯
を
設
計
し
、
二
十
六
年
風
車
機
関
を
発
明
し
て
専
売
特
許
を
得
、
ま
た
下
総
印
旛
郡
深
間
村
排
水
工
事
、
信
州
松
本
水
力
電
灯
な
ど
を
設
計
し
、
二
十
七
年
伊
勢
山
田
辺
近
傍
の
畑
地
へ
宮
川
の
水
力
を
利
用
し
た
灌
漑
を
設
計
。
松
本
操
貞
日
弘
化
三
年
上
野
出
身
。
白
瀬
検
校
の
門
に
入
り
琴
三
絃
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
十
年
、
尚
鍼
治
学
校
に
入
り
鍼
治
の
術
を
修
め
る
。
業
成
り
て
下
野
足
利
に
お
い
て
琴
曲
三
絃
鍼
治
を
営
み
、
そ
の
間
大
河
内
清
香
に
就
い
て
和
歌
及
び
国
語
学
を
学
び
、
川
上
広
樹
に
皇
典
及
び
経
学
を
学
ぶ
こ
と
十
余
年
、
の
ち
宇
都
宮
で
下
野
盲
人
教
育
会
を
起
こ
し
、
上
京
し
盲
166
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人
教
育
の
た
め
に
日
本
当
道
会
を
組
織
し
、
現
在
音
楽
和
歌
及
び
国
語
の
教
育
に
従
事
。
三
島
中
洲
"
号
は
毅
、
字
は
遠
叔
。
旧
備
中
松
山
藩
士
。
は
じ
め
桐
南
と
号
し
、
後
中
洲
と
改
め
る
。
学
を
山
田
方
谷
に
受
く
。
ま
た
斎
藤
拙
堂
に
伊
勢
に
従
游
。
維
新
の
後
上
京
し
二
松
学
舎
を
開
く
。
後
東
京
大
学
教
授
、
大
審
院
検
事
な
ど
に
歴
任
し
、
現
在
学
士
院
会
員
、
帝
国
大
学
講
師
。
太
陽
1
巻
12
号
元
良
勇
次
郎
"
摂
津
旧
三
田
藩
士
杉
田
泰
の
第
三
子
。
安
政
五
年
生
ま
れ
。
後
、
元
良
家
を
継
ぐ
。
明
治
二
年
郷
里
で
英
学
を
修
め
、
明
治
八
年
新
島
襄
が
西
京
に
同
志
社
を
創
設
す
る
に
あ
た
り
直
ち
に
入
学
し
、
卒
業
の
後
東
京
に
遊
学
し
、
十
六
年
哲
学
研
究
の
た
め
渡
米
、
ボ
ス
ト
ソ
大
学
に
二
年
在
籍
後
ボ
ル
チ
モ
ア
府
ジ
ョ
ン
ス
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
に
入
り
実
験
心
理
学
で
有
名
な
ス
タ
ン
レ
ー
ホ
ー
ル
に
就
い
て
学
び
、
専
ら
社
会
学
を
修
め
る
。
在
籍
三
年
で
同
校
の
フ
ェ
ロ
ー
に
選
ば
れ
、
後
フ
ェ
ロ
ー
・
バ
イ
・
コ
ー
テ
シ
ー
と
な
り
、
哲
学
博
士
の
学
位
を
得
、
二
十
一
年
七
月
帰
国
、
直
ち
に
帝
国
大
学
嘱
託
講
師
と
な
り
精
神
的
物
理
学
を
教
え
、
二
十
二
年
文
科
大
学
教
授
と
な
り
心
理
学
を
教
え
る
。
二
十
四
年
八
月
文
学
博
士
の
学
位
を
得
る
。
渋
沢
栄
一
"
江
戸
出
身
。
一
橋
慶
喜
公
に
任
用
さ
れ
、
海
外
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
事
情
を
観
察
す
る
間
明
治
維
新
と
な
り
、
帰
国
し
て
慶
喜
公
に
従
い
静
岡
に
移
る
。
後
新
政
府
に
入
り
累
進
し
て
大
蔵
省
三
等
出
仕
と
な
り
、
井
上
大
蔵
大
輔
を
助
け
て
最
も
治
績
あ
り
。
し
か
し
、
明
治
六
年
当
時
の
政
府
と
意
見
が
合
わ
ず
、
井
上
大
輔
と
共
に
野
に
下
り
、
爾
来
二
十
余
年
身
を
実
業
界
に
委
ね
る
。
現
在
、
第
一
国
立
銀
行
頭
取
、
東
京
商
工
会
議
所
の
会
頭
。
そ
の
他
全
国
各
地
の
多
数
の
会
社
の
重
役
を
勤
め
る
。
田
中
政
次
郎
"
前
編
掲
載
の
後
、
清
水
か
ら
田
中
に
改
姓
。
渡
辺
霞
亭
"
名
は
勝
。
美
濃
出
身
。
初
め
東
京
に
あ
り
某
新
聞
の
編
集
に
従
事
し
、
後
大
阪
朝
日
新
聞
入
社
。
現
在
同
紙
上
に
小
説
の
作
多
し
。
関
西
小
説
家
中
の
白
眉
と
称
せ
ら
れ
る
。
南
新
二
"
通
称
谷
村
要
助
。
天
保
六
年
江
戸
下
谷
生
ま
れ
。
生
家
は
幕
府
の
小
吏
で
茶
道
を
職
と
す
る
。
家
業
を
継
ぎ
春
育
と
云
っ
た
が
、
幕
府
の
末
年
撤
兵
隊
に
編
入
さ
れ
幾
も
な
く
指
図
役
に
進
ん
だ
が
、
維
新
の
際
商
に
帰
し
そ
の
後
某
会
社
に
入
っ
た
が
耳
疾
の
た
め
に
辞
し
、
絵
入
新
聞
両
文
社
の
記
者
と
な
る
。
後
同
社
を
去
り
日
報
社
に
入
り
、
ま
た
や
ま
と
新
聞
社
に
入
社
。
戯
作
の
名
を
南
新
二
と
号
す
る
の
は
一
時
南
新
堀
二
丁
目
に
住
ん
で
い
た
た
め
と
い
う
。
近
年
中
風
症
に
罹
り
歩
行
自
在
な
ら
ざ
る
も
、
病
床
に
て
常
に
筆
硯
を
廃
せ
ず
と
い
う
。
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